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「Cool head and Warm heart」

lli山学院大学経済学部同窓会

ま|い13年 11に 人り、ようやく

`;ι

界の見える中りι道を走り始めた

気がします ここまで「発足の
ル午しみ」(第 3)ナ・称i集後記)に

'|[
え、誠心 Jlk意努力された役員。中↑

J「、そして会)くお ^人ひとりに

深い敬意を表します これから
は「持統の楽しみJ(「 IJFし み」で

はなく)を′亡ヽから率
`馬

実さオ■るよう;JI待 します

大学経済学部も今イliで設立521月 イ11に なり、約 3ノテ5000

名の卒業/li(校 友)を 出すにデ1り ましたが、 11窓会として

は、なんとかしてこのすべての卒業/1(校 友)を網羅する

同窓会にしたいものと思います

同窓会の目的は、会,t利 |′ 1の親‖士とfりけ1、 そして 1寸校

の発展への寄り、にありますが、|「 lH寺に私は、もし私た

ちのI11窓 会が、その活 TIJを 通して、すべての公liに とっ

て、いわゆる
ア
lill[教デ「(ガ iti・1)の J場 、つま |)、 なんらか

総会触t九 t

経済学部同窓会会長 榎 本  弘

の意味で卒業後の私たちの知1的。人||]的成長に資する場と

しての役割が果せたら素晴らしいと考えています_そ の

ために、今後ますます会の判l糸itの 確立、会員の増強、そ

して活動の深化と多面化を指向しなければならないと思

っています :

他方、本イ119月 23「 ](日 )に は、新たに大学経営学部同窓

会が発足しました[こ れで大学の 1学部と8学
「

|、 計12

の学部・学FII11窓会が設立されたことになります( とくに

経営学部は、ffl々 の意味で経済学部とは親密iな 兄弟関係

にある学部ですので、今後、共に協力し合いながら、両

11窓会の発展に努力したいものと考えます。

イギリスの経済学者アルフレッド・マーシャルの杵名な

l:蟻、「Coolhead and Wam heart(冷 青争な頭脳・1暖かい心1青 )」

は、旧くて、しかしllh新 なi:某です.私たちは、人ノliの あら

ゆる場 lniで この !:葉を深くかみしめながら、私、たちの同窓

会のためにも/liか して行きたいと心から願います (

経済学部||」窓会の会員お ‐人ひとりのご健勝とご活躍

をリリに

'「

ります (青山学院校友会会長)

ドナルド「 F`I1 14額J戦略J IIIIけ :太氏

「愁親会J、 於 :青学会館

第二|口 1経済学部同窓会総会 けj2イ illイ li次総会)・ :記念|‖演会「マク

～2001616於 :lT Iキ ャンハス 大学920教卒/り |き 続き

山‖け:人氏 )t添 イヾ人経済学部教授 愁親会風景



経済学部同窓会会員は今 :・・…

lh』誓」露瑞y嘗鶏韓働 1酬司よ多脚 璽蔭碁みコ
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まさにlJが lLLき るか分からない |lt紀の大ニュ

ースである米|‖ 11‖ 1多 発テロ ltllとその「‖復攻撃

で大版ぎしてtヽ るなか、11窓会幹 l・長の11伏 F
う七イ「 から場(Ilち

υ)リ クエストだ 先11はなかなかσ)衆
腕であり、またはるばるお

'1戸

から 114iの地をli力ね

ていただき、カツオのたたき、 1鉢 *1り Iを
'日

んだご

縁でもある ソ1の 11がらぬ先イI,なので、内′′ドはとも
かく|1晰 ftt f11を 夕111し 、riめ を,こたしたい
′
11業 イlil生は、 lFI 

′
|た ちヒσ)Fl、レ19011r iυ )」、りに力`

行われたイi 院長学長が大木金次郎氏、米安にル‖1米 大,たのライシャワー氏
出‖iという|十なので、もう選肝まぎわの身だ 現在、橋本人 劇

`知
J「ですっ

かり有7な 15カ リ:[‖ f上  のり也方iltで和‖集を111｀ 1している
トイ11を  11′[1, ,た (1)て  ~「 t,l li■ l L ttIH メリ  ́し  て ,F、 ′Lit
て,Ifttllkを 1リ トリするのが大学 1111ハ |の通学ハターン 拳法部の木‖Iにい
てり(近 くの渋″ilJ4察著道場での練習にり|け ,「れていた 休育会は「 諦充的に
後■が,L‖1をたてるので、いつも満小不の大学rt■だったが、‖flkり に苫′ソjし

たことはない llilIの ツせ ヤ「也の空
「
部在‖「が女rtt r、 で、

"1て

も,1つ かぬ

T_7、たが、いつも ,セヤ「也とII」 !UlですJと 11って1等かせている

|‖ 11・ 高力の|‖ }́f「ち故、` 11 JF大学に入ったことより、東京で/11学 できるこ

とがうオtしかったυ)だろう、1111は決まったもυ)υソri業 |lσメt卜llk得 に ル午′ソタ
人|に 見ていただいたfllidの M先′11のわ71)"は 今もって忘れられない

近イ11、  サ||′ F院は1云統σ)教育方F「にま―ケま→1書 きがかかり、IJll際ク「イドこれ1
『卍する教|そ口1、 同窓も多い ‖キfヽの1し :1奥 IUlに ′∵者のイi口 J、 1守禦|、 感1■は欠か
せず「 :「′
l班 |でリーダーシソフを発1‖ i、 米 |テ 1コ li‖ 1とそσ)‖tF夏■文11など、こσ)

`'卜

に、多様な2111t紀の日本、国際

`L会

にあってますますυ)活躍を″Fりたい

宮崎 泰 (1961.3 商学科卒 鹿児島県在住 )
私には、 J41り tのヒr■ ら`長く十売tヽて tヽ るIШ 味力`

1つ ある  j方 とも、もうカツlこ れ50イ 11程にな
るから手kながらよくネttヽ てtヽ るもσ)だ と!さ′しヽし

たり場これたりしている

つ |ま スタンフ コレクション (ジ 、シリじ|ま

ll1 1勿と鉄道 )、 もう つは1'(道供サ11(フ ラモデ′じ
と|ま全くり|な る)

i失道 |ウt ll愛好家には、機 川 t鶴モ ril嘴 1作す

る人、レイアウ |を キ
'il],L「

,■ lfル :'■ プ |

l lt々

~こ
ある  又、 SL、 ELた (す とかジ、ンソしもり〔十二枚多くある Il、 |まザご↑

なレイラ
′ウト油ミ リ↓イに、 10イ F『1かけて′定成出l,二 tヽ レイアウ ||ま 、 251■×

3 1nrl、 そぅ大きなものではないが、客 118～ 10」 ll‖成の′L行が楽しめる

卜I()ゲ ージ交洲ノブ式、ドイツの |:hiが 中′しヽだがイタリフ
′
、スイス、オースト

リア、フランス
′
「「の‖ittThi成 もあり‖1際 色‖1か こある

| りこり(l rr、  2番 ホームには、 ドイツの新中↑n4tlClう 1)ナ、 」ウ」が,:11
し、3喬 ホー

`、

には、 トイツのliな るSIン01)」 が1()Jj‖高成のオリエント急i「
をひくため11発 をr」チっている 1番ホー

`、

に|ま 、 イクリアからづ'け |し た
|まかりυ)色 ,1や かなツー トンカラーの客 11か ら、 1め の唖llNム を地中lllJ

で力‖i‖り:し た人辻が「年りたち、 3番 ホーZ、 には、 ドイツやチ」lコ υ)地 ビー
ル貨 13()け が各地の )こ ||そ しいビールを力‖ilikし て到行した1まか1)唖υル
ーズンに|よ必ず迎 1嗅 される貨1勿 lli成 である

又、全線lLtt iliは 、こυ)1011木 には'′tr′与L この′「人「 した トイ
ソυ,ICEり」 (洲[欄t ll′ )姿 はり1に きオといだ)力 、`1.L化 lκ lllで 11111111
lS()knlを 11し 、だんだんスヒード・ア ′フし

'υ

)3(Xlく nlを HJ旨 し′″‖テス

ト′Li「 をく|〕 かえしている こね I二 は,日 (υ )架線システムで |ま 、ア、ンタ
クラフがうまく‖動せず速度か11せ なか )た か  トイツび)架辛

"tメ

ーカー

ノマフ■ll 卜

`L 

υ,シ ステ
`、

■人て

“

r:りt111(た  た力か」1,直 |11サ 11、 きオt
ど1り:道 |:!‖ |て 、,Ш IЧ tも ここまで (オ tlIイ カカなものでしょう li J(',カ

′タンコ ′|ン がJIと らな ヽ (1911イ 111オ[/ヽ  ノ′|::「 |‖て,た C)llヽ  十

911はり(`」
1委
じtと して同窓祭に参加|さ せて1兵 きありがとうございまし

いた 私は611前に

“

i業 した 1/です 卒業後は、滋賀り|して3イ |:|り it‖設し、
その後実家の愛知り|し に,ズ って参 |)ま した '「さしながら 2イ 1前 ま〔同窓祭

の rr rrは 全く知りませんでした 人,L十 のお導きにより 1同窓劣ヽ′り(行 委
ιtの F位 tい をやって見ないか ?|と ■ねられ、 1つ返 liて |り

亡りやらせ

てください |と li)た Iiピ |きがあります イ11に 数 しか司窓祭の会合に7f
れませんが、その度十二学校のキ、ンノ、ス1勺 を歩けて大変うれしく思って

お |)ま す 今でも大学 lfヽのクラスメー ト辻とイ|:|二 Ik ll会 っております
が、 !テ | 十:院 を通じての々辻はかけがえがなく、 また テイド|1代 をよみが
えらせてくれるものです

さて、同窓祭は去イ11と 今
`1と
2 1参川させて,1き ました 去Fiは ネッ

トワーク委itに lJさ れ、チケ フト販りしの h‖助を行っておりました 11ノ (

■ ,|)、 ウト〔7り |‖ :し 1り ,■ま■′tと ‖lilさ オしてtiた iビ腱,tあ |,ま す  kノ、

を何人か:秀 っておりましたが、 r供 を迎れていた者は llび J場 が無くかわ
いそうでした 11対策も■要だと気 |、|き ました 嗜イliは ノ(1,tのせいで 1
窓祭は少しもの寂しい¬l象 をり十ちました

今イliの 可窓劣ヽは、11:11と うって変わって1夫 「lで した ″、はアインイベント~

である利1/1.元 J日 1さ んの

`|:IIの

1ツドJの会場整F!と なりました 利|力tさ んは
1に ||の 人で広い‖111かみるみるうちにJ‖ まっていく・

llに は111き ました

`コ

場1各りHを 糸冬えた後|ま本交ソJを 歩tヽ て廻りましたが りtス テージ (ハ フ
|― マンス広場)か らは歌 ,11が‖‖こえ|」引きには人が列をなして0たんで
いたりと、お祭りのボ

'気
を 卜分楽しませて 1メ 1き ました メインイベン

トの人選 ′りLIザ る″||‖  りt liな どからみると今イ1の IJ窓祭は成功の部類
に入るのではなかったでし 1う か

以前の私、のように同窓祭の rr r[す ら知らない人がまたまたたくさんい

ると思います これからもJ也道な作力li秀 ,1lll」 を行い、米イ1以降も同窓祭が
鷺ヽり 1か ることを打「っております

No。 4

Ｆ

Ｉ
‘
宮

趣味三昧」

/

1鵬孔鯨馳縛著聯輛1輛 i
後に十
`1斉

学部1(に なられた人り「リカi中 l'欠教1受に

召利1351;(ヽ イ1と セミでゴ1旨
'単
いた いヾた ‖ ミ.

エル ノンのエコノミックスがテキストたった

近イ、111投効,こに限71あ ()と し、イ(111で あるが、
｀
1‖ 卜|よ 1也 |‖ |'121θ )も と,11′ tl lド |∫ 1lJ々 策力`うち||さ

れデil:牛ひI斐のある|‖‖そご。ち ,た  そしてそ ―
 `'′ illル ′い 1■ 〈!1 '1「 1:|｀ ソ;11「  サ

'

たli壻 Jk,11よ 、さながら七 ミυ)/7rlせ親日1に あるケ

 ヽススクデ ィそのものの「りIを 強く′)tえ るほどで

あ った ′l′ li時 fては学費 f′(て 1亡 して、A先 1l ll始 め 11り 1の I' I M N
′
l‐の詰兄 卜々にル:(:FI「 ltf也 、なにかとリリi助 ノJを |」〔tヽ たことが1ツシ しヽい

教授の教えは
′
り〔llN瞼にメ[Jlさ れたデ〔にr)菩 あるものであ )́た  「卒業は

(1"lduatt.で なくC()nl nl(ヽ n txヽ 11〕 (ヽ nlで ある とIL会 ノ、になってからの勉学を
‖

`う

さオした 経 1斉 |||卜  ||](111兄  ||十
`LI女

tl旨 仁‖を1読ぷ |1分 なりσ),t気

“

Jl

を11ご たσ)も 、 ・ナミ jエ ワι ノシゃ111lfL Fσ )11げ‖|ケ 11を iケち,生 しく
'と

1っ

たのも  ||々 の

`ガ

心忘るべからず とリカましの 111た をltitヽたからである
教111ま また教え J′

tl il11'Jkご   iど れ 女l,」 111ピれ | ||十 二惚オし、 Lj亡
十二1忽オlよ |と スヒ ー千されるt')力 常たった これを ||■することによっ
_〔 ノ
タ||ま

_ご
  r、 |よ‖,11活 りJを 件l千たIナ ることが|11(た :も (′ )ヒ 1ど う

11:イ |ヤ冑lυ ).学湘;1窓 介
|力
投●され、 ‖|へめ 」lJ返 しを些′りヽこも

||ス (れはと、ilt出 1lHiに 1)係オ,し 11」 ||(く ことにした  1イリリ|よ‖||りな (

何 1う お役↓:ち |I Jtめ‖たキ
'こ

11.ケ ,,た か、
′
ヵイド会「L′ il「 から」ヤを選き 山ノ、

tな ,た  ‖[,k[● r)711 ti出 |′ くるセ :l“ |′「:6(1,名 ↑し')十′り |‖ しう`(卜」|
され fれ らす lK)イ  て、リイ|:lt.11■ |:J=な r,t'11 ■  11よ fソ ,11文 |リ
f4、 |ま  ′牟′lイ iυり司志`i t′l i′ 3 ′′投 り/21`tJ:||」 tち 1ヽ11111し
た 可|llし ')l l lllヒ ギiЪ tヽ 、 イ11111ら て ''フ

`キ

|||‖ イ々:ツ i′ |せ
′ヽ):(111 1:て ,

1ザ !|「 irり率1litう (り を′イliJiり さ11′も二七rtし・1 イkl:t Fk′   考1■ゴ)|'」′しヽ| を
叫|ム じめなから

'ハ

lと 共く'{モ |け 1性 したい
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第 3号編集後記の呼び掛けに応えて :

戦中戦後の 6年間を畠の中に建てられた、木造一階建ての学舎(都 立武

蔵ケ|■高等学校)で過ごし、都会の渋谷へ通学する事になった。正門の右側

に聖書、言il美歌、クロスやカードを売る店が数軒並び、間を入ると木々の緑

の中に落ち着いた校舎があり、ミッションスクールの荘厳な件いがあった。

母子家庭だったので、学費が幾分安くて良かった ,学中Hは小学校の時の帽

子を直し、ジャバラを巻いて中LI章 を11‐け、靴を磨いたらテカテカになった.

学生服はINIの 雨コートをll立て山:し た詰め襟で、ノli側に緑色の盾に青山と

入ったバッジを、右側にlEと rlけ て、青学生が出来 11が った(・ 1時使丹lし た

バ ッジは資料センターに寄Ц曽):‖業では基督教慨 1命 と経済政策が苦手だ

った ‐11で )lil lを 落した■llLは 、111の時近所のソロバン塾に通い‖級
で中退 したが、容案は直ぐ出来た 毎11の 青色中riで

`'式

‖記が役立って

いる。オーラルイングリッシュのオーストリンジ先
`Lは

、教壇に腰掛けて

話すので月1モが日に付いたし、1年の時は、大が朝1羊戦争で出兵中と言っ

た若い米婦人だったと記憶 している 入学H寺は教室に同じ声で、高くlltく

「ハイJと代返があったが、出lmi票 が配られるようになった セミに入らず

四単位多く取得して卒業した
V高
三の時にボールで遊んだ程度で、バスケットボール部に人部した 体育

館が無かったので練習は殆ど 11の L、 マネージャーの11木氏が尽力して、

他校のコートを借用した。新宿二,は近くの焼け跡に、小ll判 lがマーケ ット

を出し、そこでバ ッシューを買ったが、■日で底が割れてしまった,熊谷先

輩から進中軍のll、 い下げを譲り受けた 夏休に東横線の住宅街でアイスク

リームを売るアルバイトを一日だけ体L貪 :良 く買ってくれたと思う。バイ

卜の高収入は、lJ抑羊動汚Lでの米兵の死

体/4L理 と聞ぃた。1年の夏でバスケは

応援に廻り、中元と歳幕期間は伊勢り
｀
l

でアルバイトをし、卒業後入社した

写真左から、神FJJi紀、宮川道雄、rll jlk

l貞村|

(20017、 グァムにて、lfl学科卒級女と|

「或るボランティア」
西尾隆司(1962.3 商学科卒 東京都在住)

1997-9811に か{すて「「i ttri・ 文化」)付 1′二交潟[_と

「言うちょっと人袈裟なスローカンですか、ボラン

テ ィアでニコージーラントに洲lrに しました 定 11

退職後の覆、にとって、き∵もあ :)楽 もあ|)で {まあり

ましたが、貴lT・ な体験をさせてもらえました :こ

の J「がキ ′カケで、その後11十 二 |「キ|二 来Hす る

オーストラリアからの中 ∴j′ liを 2日 程東京案 1

するという、これもボラ)テ ′7で すた千 ―〔た

ります 0々等の代表的な′ヽターシ|ま、始う_■  :=

問‖は市部|を のとこかし')家 |二 与}市 kし て十一二■

テイし、その後|ま ↑ウtが  ,」問11、 fk々 木・71~青 少年絶 r)七 シター_、 `:■

し(今 11は 60ノ、『だ、招:内巡 1)や 、HI:り で補恨や Jた、ll十二|ま京都迄tをぜ

ばしたりします 今f111ま 、シドニー,■郊の IヽLC(ヽ IeJlodist hdies College=

言う学校の先′li′ L「Lで したので、
′
lilLiま 勿論女H:二 ,一 シーテレトで i

そうでしたが、Conegelま ‖イくの

'1:人

と|ま違って13～ 17´ _/Litを
~■it

員教育する学校です_今 11、 私が‖1口 1し たピ)|ま 11167.,|||■ |=:二 ●・::女 `:

イltll人 に女の先′Ll人の:12人、ホランテ ア|ま [、 を :´|:.t:'、 こ1=:t

で楽でした(あ る||は 3ノ、で30人「 1の り;女υ)山巾1を しとた‖it二 |ま した

今年の女′liF′tは 、lJ故か
'卜

かりませんが、場〔市のヤ1ド逆 |)|ま マ
‐
|■ を二

しても L野のアメ償へ行き嘆いなどと[iう のです ても |ノ、もll■ て t
ので安心でした

言1に lllく と、彼女辻は1)こ地で |まいわゆる「良いとこのお1111_う し1_[
うが、‖木の11イ li‖計)の 方々と1レくてもJど っと地味で、卒L IIき 二 |う |「 な

=
のを残し1寺 り́ている感じでした 今日、1()/11彼 女達 |まムF しま十 =■ _1
ボランテ ィアではあ|)ま すが、ltく も来11の その IIを楽しみ |二 し〔 をよ
うな種、です

経済学部昭和33年卒B組のクラスメートが年に一

度集まって、お互いの日常の暮らしぶりとか、健康、

社会情勢等をnFし、楽しいひと時を過ごしていま魂

当然、学4Lの頃の思い出、当時の先生のこと、青

学の現状はど一なっているかも、関心事の一つです

決まって、学′L時代を青学で過ごして良かったと言

う会話もl11ます 毎年は出なくても今イトは来たとか、

彼は入1坑中とか、H寺には訃報を聞き ‐同で黙祷をし

たこともありました

振り返ってみると、このクラス会は40数 11続いていることになります、恐らく数

名になっても続くでしょう 幹事Fケ |ま非常に大変だと思いますが、Fl発的に数名
の人でしていただいています

=

何故このようなクラス会が続くのか。楽しかった学生時代に巡り会った人達と

当時にかえり、白山でlfの遠慮もなく話しが出来るからでしょう そしてお互いを

確めあい、生活にゆと|)と安心感、またプライドをももたらすからだと思います

私は1「 事の1関係でニューヨーク、ボストンで勤務致しました li報産業のシス

テム開発の為、ハーバード大学、ヽ IITf也ボストンの各大学を言方用することが11来

ました 各大学を訪Fりする度にその用
`度

、「サ校青山学院の校l」lがどこかで似て

tヽることに、驚きと、1療かしさを感じました

若い人達が自由で明るく、何の11:i[も 無く、自分達が進む /J向を考えること

の出来る1111間 、卒業後も集って何でも話せる仲間 こうtヽった校lllこそ貴重な
宝であり引き継がれなければならないものと思います

現在、校友会、学・ FD同窓会、クラス会があります:地 方によってはクラス会が

校友会そのものになっているところもあると聞いています まず、クラス会等がべ

―スとなり学部同窓会、校友会が成り立って行くべきでないでしょうか:

同窓会の活1■化の為には、校友会、学部同窓会、クラス会の ‐体化が必要

と思います

q
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第 5回常任幹事会 18名
AOYAMA OIKOS NOMOS 第 3号発干u
第 6回常任幹事会 21名
第 3回総会 (第 2年度年次総会 )

青山キャンパス

2:00pm～総会/講演会 (大学920教室)
講師 :山口廣太氏「マクドナルド「平日半額」戦略」

5:50pm～懇親会(青学会館 )

総会75名 、講演会95名 、懇親会47名

第 1回常任幹事会 18名
第 1回拡大役員会 17名
第 2回常任幹事会 37名
第 2回拡大役員会 8名
第 8回大学同窓祭
メインイベント、フォーラム2001、

入場券販売を担当。

第 3回常任幹事会 11名
AOYAMA O!KOS NOMOS 第 4号発刊
第 4回常任幹事会

平成13年度幹事会

6:00pm～幹事会 青学会館ミル トス
6:50pm～講演会   ″
講師 :本間照光 経済学部教授
「生命・幸福追求と社会保障―経済活動がつくり

出したもの・見失つたもの一」

7:40pm～懇親会 青学会館ナルド
第 4回総会 (第 3年度年次総会 )

記念講演 。懇親会

2001616

第 3回総会 (第 2年度年次総会)議事要旨
1 榎本 弘会長挨拶

―

―

経済
′
学:部同窓会が設 ,ヽさ れ今イ11は 3111Jに 人る 会ウtの lLll誘 、力「集、

会イ1の受入れ、|り :‖イ

“

ll、 また幹 J「 会、常任幹」「会、役夕(会 と判断itイ 1:り も

中た道に乗ってきた |‖i汀で会や会‖くの発行にも|:ちわっているが、1「務L」 も

無くボランティアで活 rllJし てぃるので、ヤ〒様のご協ノ」を‖場りたい。

今後の1川題の つは、大学の同窓会の中での経済学部同窓会の1立「1
11け うこ在大学同窓会は3学部 7学

「
|であるが、今イ11の 9/23に経常学部

同窓会が発/Lし 1学部となる それぞれ必ずしも」「情が 致していな
いので大学 1窓会となるのは‖[し い 経済学部同窓会は後から||1来 た

が模範となってリーダーシッフを11つ ようになりたい

もう ‐つは各国窓会を支援することを含め、学院と校友会共 1で ri
学チャイムズを全イi業′11に 発送した 学院校友部と校友会lf務 ‖jが

本化し校友センターが発足するので能率化がli「 られると思う_

同窓会活動に参‖11す ることによって良い活Il」が||1来 たと思えるよう

にしたい _

2 来賓挨拶…経済学部長 美添泰人教授 ―――    一― ――

11模原キャンハスほか、学校の現1'tな とに触れ、経 ,斉学部が少 」`化

にもかかわらず11:年並の受験′11を ll保 したこと、さらに教授陣のだり(

をli「 り、益々、学部知名度を高める努力をおtけ ているので、皆様の

“

iの ご協ノ」をお願いする

3 総会議事 (第 2年度会計報告 )
｀
F成 12イ |三度、1,業 ヤ‖f:、 決算‖(1li、監介報 ,1:、 並びに

｀
|た成13年度 11業 :il

‖11、 収支予ち1案 をそれぞれ審議、小:i忍 された
｀
F成 13・ 14イ 11役

't改

選 :卜 記の方々を除き、役ウt、 常f千中↑」「、は全,tiγ′

イ千とした
◆ 2002.622

最近、新聞・雑誌等でもlTという文字を良く見掛ける。lTと

いう用語は何時頃から使われる様になつたか。1980年初め頃

の「情報処理ハンドブック (1980年版)」、「現代用語の基礎

知識 (1984年版)」 には “!T"とか “情報技術"に関する索

引は無い。1990年頃の「情報処理ハンドブック (1989年

版 )」 で、初めてタイ トルに “情報技術"(information

technology)と 言う言葉を表している。ここでは、“通信と

システム間の情報交換"、 “テキストとオフィスシステム"、 “デ

ータ暗号技術"、 “解放型システムにおける情報流通とその管

理 "、 “データベース"、 “グラフィックス"、 “情報技術関連法

規、安全性・信頼性対策 (通産省、郵政省、労働省…)"、 “シ

ステム監査"、 “プログラム/データベースの保護"、 “プライパ

シーの保護"などがあり、現在でも話題となる動向が挙げられ

ている。「情報処理用語大辞典 (1992年版)」 に “情報技術"

は「コンピュータを中心とする情報処理技術を情報技術という

ことがある。広くいえば情報という概念を用いるさまざまな技

術をいう」とある。コンピュータによる技術全般に対して!Tと

いう用語を広く使えそうである。最近の「現代用語の基礎矢ロ

識」 1999・ 2000年版では、CD―ROM検索で!丁に関し一つ

か二つ程だが、2001年版では、“IT革命"、 “l丁経済"などと

!丁関連の話題が数十項目にわたり検索出来る。正に21世紀に

なつてから、このITの話題が広く使われ、私たちの生活の場ま

で浸透しています。

会li「委 ltは 、今リトitlyl、

(糸

`35)」

こが退イ千し、 後fl
に藤占月

`通

(経34)氏がlt

fi

17任幹 J「に次の各氏が新

たに,眈任.

森 1咋 (経 33)氏、太||1原

rl)t(経63)氏、|り [藤まゆ

み(経 Hll)氏

■平成12年度収支決算報告

自平成12年 4月 1日  至 平成13年 3月 31日

編 集 後 記
▲第 3[Π総会議li31は清水 )t」4(経 39)編集,tが 11・ 1し ました^
▲会,1の皆様方のごlせ稿を

Ⅲ
経,斉学部11窓会,tは今………

…として北

から南から広くわlllリ リ〔きました そオLぞオl今 ifを してtヽるか、 IJ
窓会にxlす る意見、イトの快かしいわ:i「 し、ありがとうございました

▲AONサ ロンは本初耶 /t(糸
`47)判
品集夕tに お願 tヽ しました (2)、

(3)は次 )」 にlLJ載の予ウLです
▲第 4)ナ制市集長、|‖ l川 光lrlF(経35).れi集 夕t、 llll d隆 IJ(le137)、 |マ水

)t i4(経 39)、 イiリ ト信之 (経 41)、 相川和
′
″:(lf144)、 松原優 r(糸

`46)、  イく
'‖

茂 (糸
`47)、

 llll‖ |,('J′ (糸 148)、  雌部
′、1:子 (糸

`53)、

 相ルi(

'11(糸

158)、 イと岡オ|「夫 (糸
`H7)
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前 年繰 越 金 3,703,853

□
H寵
饉
事 業 費 1 557,652

蟄 曇蜃 壕 機

通 信 費 1 863.548
事 務 費 1  69,480

寄  イ寸  金   50,000

雑     費 1   66982

翌期繰越金 14878365


